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次第 発表者 時間

14:00₋ １ 開会（事務局） 事務局（千葉市） 3分

14:03₋

２ 議題

（1）PTの進捗報告

自動運転バス社会実装PT
巡回バス機能の向上による回遊性向上PT

損害保険ジャパン（株） 様 10分

（2）各社の取り組み紹介

① 交通に関する人流分析・意識調査の取り組み ジオテクノロジーズ（株） 様 15分

② モビリティビジネス専門センターのご紹介 （株）TMJ 様 15分

③ 幕張ベイ・グリスロプラス
2023年度までの活動内容と2024年度の活動計画の紹介

幕張ベイタウン自治会連合会 様 15分

（3）2024年度千葉市事業 事務局（千葉市） 15分

15:13 3 連絡事項 事務局（千葉市） 7分

15:20 閉会



（1）PTの進捗報告
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幕張新都心モビリティコンソーシアムPT進捗報告

提出年月日：令和6年10月3日

自動運転バスによる回遊性向上PT

発表者：損害保険ジャパン株式会社
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PT概要・体制

目的 ✓ 自動運転バスを社会実装し、幕張新都心エリアの回遊性向上を実現すること

実施内容

✓ エリア内の周遊バス（既存のイオンモール幕張新都心への巡回バス想定）の自動運転化の
社会実装を目指し、コンソーシアムメンバーの役割分担、ルート検証、技術的検証、コスト検
証、事業性検証を行う。

✓ 来年度以降の社会実験の実施、及び、その後の実装化を具体的検討を行う。

ＰＴ名 自動運転バスによる回遊性向上 PT

期待効果
✓ まちの賑わい、回遊性の向上
✓ 都市部における自動運転バスの成功モデル化

体制及び
メンバー

＜リーダー＞
アイサンテクノロジー株式会社、イオンモール株式会社、損害保険ジャパン株式会社、
＜構成員＞
イオンコンパス株式会社、イオンリテール株式会社、京成バス株式会社、
株式会社建設技術研究所、株式会社東海理化、株式会社ティアフォー、
株式会社幕張メッセ、湯楽の里 （50音順）
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PTで議論したこと

⚫ 町別人口、来場者人口の状況確認
⚫ 既存の買い物バスとの兼ね合い検討（1便増やすか代替便とするか など）
⚫ 公共性の有無
⚫ 住民の利便性を優先したルートか？自動運転バスが走行しやすいルートか？

⚫ バスの保有者（事業者側・千葉市・一般社団立ち上げ）
⚫ ランニングコスト・メンテナンスコストの負担

⚫ イニシャルコスト、ランニングコストの具体的試算と補助金併用の資金調達手段

走行するルート

運営の座組

運営コスト



幕張新都心モビリティコンソーシアム 中間まとめ報告会

公募への応募メンバー

⚫ 2024年5月地域公共交通確保維持改善事業費補助金へ応募 ⇒ 結果は不採択

⚫ 継続は難しいと判断し、モビリティコンソーシアムでの検討を中止

公募結果と方向性
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過去の説明資料
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PT実施概要

令和５年度下半期に取り組んだPTでのアジェンダや検討内容は以下のとおり

第〇回PT

実施日 ⚫ 令和5年11月13日実施 ＠オンライン又は千葉市役所会議室

主な検討
内容

1.ルート協議
・幕張新都心エリアの回遊性の向上、
まちの賑わいを意識し検討

・幕張メッセ等への来場者を対象とした
「①来街者ルート」と地域住民を対象とした
「②住民ターゲットルート」の2軸で検討

2.実証実験の概要検討
・運行時期
・運行計画

アジェンダ
1. ルートについての協議
2. 実装を前提とした実証実験の概要検討
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PT実施概要

令和５年度下半期に取り組んだPTでのアジェンダや検討内容は以下のとおり

第〇回PT

実施日 ⚫ 令和5年12月8日実施 ＠オンライン又は千葉市役所会議室

主な検討
内容

1.ルート協議
・ルートの決定
・曜日に応じて、来街者ルート・住民ルートの
両方を走行することで仮決定

2.実証実験の概要検討
・運行時期および運行計画の決定
・実証実験にかかるコスト試算

アジェンダ
1. ルートについての協議(前回の続き）
2. 実装を前提とした実証実験の概要検討（前回の続き）
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PT実施概要

令和５年度下半期に取り組んだPTでのアジェンダや検討内容は以下のとおり

第〇回PT

実施日 ⚫ 令和5年1月25日実施 ＠オンライン又は千葉市役所会議室

主な検討
内容

1.概算コスト算出

2.今後の方向性の検討
・補助金申請シナリオについてPTメンバーの意見を確認。
・座組についても同様に意向を確認。
・実装に向けたシナリオについて協議。

アジェンダ
1. 実証実験にかかる概算コスト算出
2. 今後の実装の方向性検討

① ②
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PTでの検討内容

下期にPTで検討した具体的な内容は以下のとおり

１．概要
・社会実装を前提したルートでの走行検証をおこなう。
・検証する視点は、①ニーズ、②事業性、③技術面、④安全面の４つ。
・事業性については、KPIを設定し、一定期間の走行結果を検証、
事業として成り立つかどうかの見極めをおこなう。

２．スケジュールおよび、運行時間、費用

実証期間：2024年11月～12月に走行予定
（11月中旬～12月中旬の1か月ほどの期間で走行する）

運行計画：水・木・金（幕張メッセのイベント開催時）は、来街者ルートを走行
土・日・月・火は、住民ルートを走行

運行本数：要検討

費用 ：国土交通省 地域交通確保維持改善事業補助金を申請予定
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PTでの検討内容

下期にPTで検討した具体的な内容は以下のとおり

３．ルート（来街者ターゲットルート）

幕張豊砂駅 発⇒イオンモール幕張新都心⇒プレナ前⇒幕張メッセ
⇒イオンモール幕張新都心⇒幕張豊砂駅 着

⚫ 幕張新都心モビリティコンソーシア
ムの設立目的である、新都心エリア
の回遊性・まちの賑わいを意識し、
幕張メッセ等のイベントでの来街者
がイオンモール等の周辺施設へ立ち
寄ることが狙い。

⚫ また、検討にあたっては、過去千葉
市調査事業にて実施した、海側かつ
来街者をターゲットとすることが経
済的合理性が高いという調査結果に
基づき検討した。
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PTでの検討内容

下期にPTで検討した具体的な内容は以下のとおり

３．ルート（住民ターゲットルート）

幕張豊砂駅 発⇒イオンモール幕張新都心
⇒ベイタウン・ベイパーク⇒イオンモール幕張新都心⇒幕張豊砂駅 着

⚫ 幕張新都心モビリティコンソーシアムの設
立目的である、新都心エリアの回遊性・ま
ちの賑わいを意識しつつも、地域の住民の
方に受け入れられる必要があるルートとす
る必要があり、イオンお買い物バスルート
を想定した住民向けルートを設定。

⚫ なお、来街者と地域住民が混合して乗車を
することは地域住民側のストレスとなる可
能性もあり、運行する曜日を分けることと
した。
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スケジュール

2023年12月末

•実装ルート、運営の座組、詳細のコストシュミレーションを確定

2023年度末

•上記を踏まえた、実証実験・検証方法の確定

•ルート調査、データ取得

2024年度

•実証実験の実施（秋ごろ）

•検証、具体的な運航計画の確定

2025年度

•テスト走行

•実走行
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（2）各社の取り組み紹介
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取組み事例

交通に関する人流分析・意識調査の取り組み

ジオテクノロジーズ株式会社

令和6年10月 3日
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ジオテクノロジーズについて

会社名

設立

本社所在地

代表

社員数

ジオテクノロジーズ株式会社

1994年 5月 1日

東京都文京区本駒込2-28-8

文京グリーンコートセンターオフィス 22F

代表取締役社長 CEO 八剱 洋一郎

496名（2024年4月1日現在）

測量業者登録番号 登録第（1） -36501号

参加団体 LBMA Japan /オルタナティブデータ推進協議会

日本デジタル道路地図協会 / 地理情報システム学会

日本ブロックチェーン協会(JBA)
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ジオテクノロジーズについて
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ジオテクノロジーズについて

位置情報データ全般を扱う分野で技術開発しています
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交通に関する人流分析・意識調査の取り組み事例

①人流プローブを活用した分析について
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事例：栃木県LRT開業前後での、にぎわいの変化を分析

駅東口の滞在人口が最大250%up LRT沿線で滞在人口が最大40倍

近隣主要道で自動車通行量が増加

ただし、旅行速度の変化はなし

１ ２

３

栃木県の「宇都宮LRT」開業後を人流調査
https://geot.jp/pressrelease-20231122/

交通に関する人流分析・意識調査の取り組み事例
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交通に関する人流分析・意識調査の取り組み事例

事例：北陸新幹線 延伸前後での、「敦賀」の観光人流を分析

GWの来訪者（域外からの来訪）30%up１ 北陸新幹線沿線からは48%up２

実は鉄道以外での来訪も増加3 鉄道以外の来訪者は行動範囲が広い４

北陸新幹線延伸後の終点「敦賀」の観光人流を調査
https://geot.jp/pressrelease-20240604/
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交通に関する人流分析・意識調査の取り組み事例

②アンケートリサーチを活用した分析について
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交通に関する人流分析・意識調査の取り組み事例

②アンケートリサーチを活用した分析について
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交通に関する人流分析・意識調査の取り組み事例

事例：愛・地球博記念公園に来訪したユーザを分析

調査対象

• 愛・地球博記念公園（愛知県長久手市）
通称：モリコロパーク

• 話題のジブリパークを含むエリア

• 対象期間：2022年11月1日～15日

調査目的

• 人流データを使った分析と、トリマリサーチを活用

• 来訪ユーザーの属性、消費活動を分析

• 公園を活用した地域活性プロモーション施策の仮説作成

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%84%9B%E3%83%BB%E5%9C%B0%E7%90%83%E5%8
D%9A%E8%A8%98%E5%BF%B5%E5%85%AC%E5%9C%92

［愛・地球博記念公園］
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交通に関する人流分析・意識調査の取り組み事例

事例：愛・地球博記念公園に来訪したユーザを分析
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交通に関する人流分析・意識調査の取り組み事例

事例：愛・地球博記念公園に来訪したユーザを分析
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交通に関する人流分析・意識調査の取り組み事例

事例：愛・地球博記念公園に来訪したユーザを分析

分析後、観光プロモーション施策に反映
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TMJ モビリティビジネス専門センター

のご紹介

株式会社TMJ ｜ 2024.10.3



31

TMJ 会社紹介
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当社は1992年に、ベネッセコープレーションより分社独立した総合的なBPOパートナーです。
クライアントの事業を自社の事業と想い、託された仕事の品質と生産性を真摯に追求し続けています。

株式会社TMJについて
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TMJが提供する 3つの主要サービス

TMJが提供するサービス
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モビリティビジネス専門センター ご紹介
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私達が目指す事

私達は、モビリティビジネス専門のBPOサービスを通じて
新領域のモビリティビジネスの発展と暮らしやすい社会創りに貢献

お客様の声を分析・フィードバック
より良いサービスの創りに貢献

コスト最適化の追求

モビリティ関連事業者様

安全・安心で、快適にサービスを 利
用出来るサービスの提供

サービス利用者様
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2021年 モビリティ関連の受託サービスを１つのセンターに集約
モビリティビジネスに特化した専門のBPOセンター「Mobilish(モビリッシュ)」を開設
モビリティビジネスの豊富な運用知見を活かし、様々なモビリティサービスに対応が可能

モビリティビジネス専門センター
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モビリティビジネス専門センター

センターについて

◼所在地■ 札幌市中央区北三条西4-1 D-LIFEPLACE 札幌
◼アクセス■ JR札幌駅より徒歩4分
 札幌市営地下鉄 南北線 さっぽろ駅より徒歩1分
 札幌駅前通地下歩行空間［チ・カ・ホ］直結
■開設■ 2023年8月
■その他■ 合計：556ブース （席）
 Mobilish：合計 180ブース（席）

基本情報

受託サービス

シェアサイクル タクシー配車カーシェア 駐車場 オンデマンドバス

EV自動車 ALCチェックEV充電スタンド 車載通信

23社 34業務

導入社数 受託業務数
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センターの特徴

センターの特徴

専用のセンター
業界大手企業、自動車メーカー等、
多くのモビリティサービスの運用経験
とノウハウが集約されたセンターです。

24時間365日対応
24時間365日対応だから、緊急
性の高いお客様からの問合せに対
しても、即時対応が可能です。

シェアードによる低コスト運用
他のモビリティ業務のオペレーターを
シェアードで配置し、低コスト運用が
可能です。兼務先も類似サービスの
ため、品質は低下しません。

高齢者対応のノウハウ
TMJでは2011年から「超高齢社
会におけるコンタクトセンターのあり
方」の研究を続けており、高齢者の
聴こえ方、話し方の工夫などのノウ
ハウを蓄積

業務設計・運用力
サービス新規立上や運用が確立さ
れていない業務でも、多種多様な
運用知見をもとに業務設計・標準
化、運用まで対応可能

DX推進 マルチチャネル対応
電話、メール、チャット＆ボット、ボイ
スボットなど利用者の利便性に合わ
せたチャネル提供が可能です。また、
AIやツールを活用したDXにも対応
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提供可能なサービス

提供可能なサービス
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超高齢化社会に備え、高齢者対応のあり方に関して、早期に取り組んで参りました

の特徴 クローズアップ紹介①

【TMJの超高齢社会への取り組み】
TMJは、東京大学産学ネットワーク「ジェロントロジー(老年学)」へ2011年から参画し、高齢社会でのコンタクトセンター
のあり方について研究を続けております。
研究テーマは高齢者の特性を踏まえた「高齢者応対方法」「対応人材育成」「対応品質管理方法」などです。

【研究成果を基にした新たなサービスの開発・提供】
この研究を通じて蓄積したノウハウ・研究成果を基に、高齢者対応に特化した商品開発や
プログラム化した研修メニューを構築し、高齢のお客様の満足度向上のために活用しています。

【商品開発】

タブレット型模擬音声シミュレーションツール『ジェロトーク』

専用研修メニュー開発
高齢者との円滑なコミュニケーション、応対スキル向上に

特化した研修メニュー

自身の声を吹き込むと、模擬音声に変換され、加齢による
聞こえの衰えを体感できるシミュレーション機能を搭載した
タブレットツールです。

研修で得られる知識・スキル
●高齢者の聞こえ方や聞き間違えられやすい言葉に対する理解
●高齢者とのスムーズで効率的な会話スキルの習得

スムーズな会話で顧客満足度の向上

例）言語の置き換え
・世代間ごとの共通言語を考慮
✕ A４サイズ ⇒ ○新聞紙を四つ折り半

・色覚の低下を考慮
✕ 黄色のボタン ⇒ ○上から２つめの丸いボタン

高齢者対応
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VOCの取り組み

TMJでは、VOCの収集・分析・活用を行い、クライアントサービスへの改善提案や
オペレーション改善による品質向上に努めています。

の特徴 クローズアップ紹介②

サービス1：VOCデータ

VOCの収集・分析による
課題の可視化

（Voice of Customer)

サービス上の顧客離反ポイント
（=痛点）の特定/対策

品質定義付けと教育実施による
顧客離反防止・ファン創出

VOCの可視化・分析により、サービスに対して
の顧客満足・不満が見える化します。

これにより、サービスをどう改善すべきかの
打ち手が見えてきます。

サービス利用顧客の感情遷移を可視化
サービス認知から利用完了までの痛点を洗
い出すことで、プロセス毎に対策を取る事が

可能になり、離反が防止できます。

特定した痛点毎に専用の応対研修資料
および専用評価基準を設計

設計を基に継続的なトレーニングを実施
サービスの継続利用を向上する応対を実現

サービス2：カスタマージャーニーマップ サービス3：個社サービス独自の品質設計

痛点No 痛点 該当入電数 解決数 解決率 入電割合 該当VOC数 VOC割合

22 予約時間になっても予約した車が無かった 301 42 14.0% 13.8% 109 6.1%

16 予約までの操作方法がわかりにくい 211 79 37.4% 9.6% 92 5.1%

17 土日祝日は車の空きが無く予約ができない 206 58 28.2% 9.4% 74 4.1%

15 予約時にエラーが起きても対処方法がわからない 198 162 81.8% 9.0% 102 5.7%

20 希望の車種が少なかった 101 43 42.6% 4.6% 233 13.0%

21 アプリが使いにくい 92 39 42.4% 4.2% 59 3.3%

23 アプリまたはWEBの動作が重く、利用や延長をすることができなかった 87 30 34.5% 4.0% 131 7.3%

30 車の状態が悪かった 87 2 2.3% 4.0% 68 3.8%

28 返却したつもりでも返却の扱いにならず、延長料金が発生する 53 15 28.3% 2.4% 95 5.3%

6 最寄にステーションが無かった 49 0 0.0% 2.2% 38 2.1%

27 延長の方法がわからなかった 43 35 81.4% 2.0% 77 4.3%

14 プランの変更ができない 41 0 0.0% 1.9% 37 2.1%

26 ステーションの場所がわかりづらい 27 16 59.3% 1.2% 22 1.2%

42 土日祝日、朝方は電話が中々繋がらない 19 0 0.0% 0.9% 20 1.1%

36 前利用者の駐車の仕方が悪い 17 2 11.8% 0.8% 29 1.6%

35 返却先に別の車両が止めてあった 15 2 13.3% 0.7% 33 1.8%

5 料金設定が複雑だった 11 0 0.0% 0.5% 9 0.5%

8 電話で会員登録することができない 9 0 0.0% 0.4% 12 0.7%

46 ステーションまでの道案内がわかりづらい 7 2 28.6% 0.3% 3 0.2%

25 予約した車のナンバーの確認方法がわからない 6 6 100.0% 0.3% 19 1.1%

2 クレジットカードを持っていないと利用できない 5 0 0.0% 0.2% 2 0.1%

18 チャイルドシートが借りられない場合がある 5 1 20.0% 0.2% 16 0.9%

33 車両が整備不足でもすぐに対応してもらえない 5 1 20.0% 0.2% 11 0.6%

40 クーポンの利用方法、確認方法がわかりにくい 4 1 25.0% 0.2% 8 0.4%

4 キャンペーンの内容がわかりにくい 3 0 0.0% 0.1% 2 0.1%

31 傷報告が面倒だ 3 0 0.0% 0.1% 7 0.4%

45 車両の詳しい取り扱い方法を教えてくれない 3 2 66.7% 0.1% 11 0.6%

3 自分が住んでいる地域とは関係の無い情報のダイレクトメールが着信する 2 0 0.0% 0.1% 2 0.1%

37 システムメンテナンスの頻度が多い 2 0 0.0% 0.1% 7 0.4%

13 再審査が面倒だ 1 0 0.0% 0.0% 5 0.3%

作成日 2019/11/1 更新日 2019/11/1

評価日　： 作成者 吉田 更新者 吉田

対象者　：

評価者　：1回目：        2回目：         3回目： 回数 1回目 2回目 ３回目

日付

大項目 中項目 判断基準 必須項目

オープニングでスクリプト通りの挨拶をしている

YES：オープニングで、スクリプト通りの挨拶をしている

NO ：オープニングで、スクリプト通りの挨拶をしていない

N/A：お客様が遮って話し始めた場合/音声が切れている場合

必須

オープニングの印象が良い

A：声のトーンや口調が感じ良い

B：普通（*目安：感じ良いといえるほどではないが、悪い印象もない）

C：課題があり印象を下げている

N/A：「項目1.1」がN/Aの場合

必須

クロージングでスクリプト通りの挨拶をしている

YES：クロージングで、スクリプト通りの挨拶をしている

NO ：クロージングで、スクリプト通りの挨拶をしていない

N/A：お客様が途中で電話を切った場合

必須

クロージングの印象が良い

A：声のトーンや口調が感じ良い

B：普通（*目安：感じ良いといえるほどではないが、悪い印象もない）

C：課題があり印象を下げている

N/A：「項目1.3」がN/Aの場合

B以上

必要な場面で、心のこもったお礼を言っている

A：必要な場面で、心のこもったお礼を言っている（*目安：言い方・タイミングのいずれもが適切）

B：言い方・タイミングに課題はあるが、必要な場面でお礼を言っている

　　または、一部お礼を言っていない場面があるが、その他の場面でお礼を言っている

C：必要な場面で、一度もお礼を言っていない

N/A：お礼が必要な場面がない場合

B以上

必要な場面で、気持ちが伝わるお詫びをしている

A：必要な場面で、気持ちが伝わるお詫びをしている（*目安：言い方・タイミングのいずれもが適切）

B：言い方・タイミングに課題はあるが、必要な場面でお詫びをしている

　　または、一部お詫びをしていない場面があるが、その他の場面でお詫びをしている

C：必要な場面で、一度もお詫びをしていない

N/A：お詫びが必要な場面がない場合

B以上

保留や転送の前後で、スクリプト通りの挨拶をしている

YES：保留や転送の前後で、スクリプト通りの挨拶をしている

NO ：保留や転送の前後で、スクリプト通りの挨拶をしていない

N/A：保留や転送をする場面がない場合

必須

案内を始める前に、お客様の用件を復唱確認している

YES：案内を始める前に、お客様の用件を復唱確認している

NO ：お客様の用件を復唱確認しないまま、対応を始めている

　　　または、間違った復唱確認をしている

必須

お客様と話のずれが生じることなく対応している
YES：お客様との話に、ずれや行き違いの場面が生じることなく対応している

NO ：お客様との話に、ずれや行き違いの場面が生じている
必須

わかりやすい説明をしている

A：わかりやすい説明をしている

B：一部、説明がわかりにくい箇所があるが、概ね理解できる

C：全体を通して説明がわかりにくい

　　または、説明がわからない箇所がある

B以上

案内・回答・質問・ヒアリングをスムーズに行い、対応を進めている
YES：案内・回答・質問・ヒアリングをスムーズに行い、対応を進めている

NO：案内・回答・質問・ヒアリングにもたついている箇所がある
必須

正しいフローで対応を進めている（エスカレーションを含む）
YES：正しいフローで対応を進めている

NO ：間違ったフローで進めている
必須

お客様の用件すべてに、正しく対応している

YES：お客様の入電目的に対し、正しく対応して終了している

NO ：対応に漏れがあるまま終了している

　　　または、間違った対応をしたまま終了している

必須

本人確認ルールに基づき正しく本人確認ができ、またシステム上で正しく顧

客特定ができている

YES：本人確認ルールに基づき正しく本人確認をおこない、システム上での顧客特定ができている

NO：本人確認ルールに基づいた本人確認ができていない

　　　　本人確認ルールに基づいているが、異なる顧客を表示させて対応を進めている

必須

履歴登録方法を理解しており、正しく履歴の登録ができている
YES：履歴登録ルールに則って正しく入力ができている

NO ：履歴登録ルールに則って入力ができていない
必須

滑舌・発音が明瞭で、聞き取りやすい

A：滑舌・発音が明瞭で、聞き取りやすい

B：滑舌・発音に一部課題があるが、聞き取れる

C：全体的に不明瞭で聞き取りにくい

　　または、不明瞭で聞き取れない箇所がある

B以上

全体的に抑揚がある

A：全体的に抑揚がある

B：一部抑揚に欠ける場面がある

　　または、全体を通してやや抑揚に欠けている

C：全体的に抑揚がない

B以上

癖のない話し方をしている

YES：癖のない話し方をしている

　　　または、癖が多少あるが、電話応対のマナーとしては問題ない

NO ：話癖・口癖が多い / 目立つ

必須

ビジネスに適した言葉遣いで話している

YES：日常語・業務用語・誤った敬語を使用せず、ビジネスに適した言葉遣いで話している

　　　または、日常語・業務用語・誤った敬語が多少あるが、ビジネスマナーとしては問題ない

NO ：日常語・業務用語・誤った敬語など、ビジネスに不適切な言葉遣いが多い / 目立つ

必須

クッション言葉を使用している

YES：クッション言葉が必要な場面で、1回以上使用している

NO ：クッション言葉が必要な場面で、1回も使用していない

N/A：クッション言葉が必要な場面がない場合

必須

相槌をタイミング良く打っている

YES：相槌をタイミング良く打っている、かつ、打つべき場面で打っている

　　　または、一部相槌のタイミングが合わない箇所があるが、電話応対のマナーとしては問題ない（*目

安：お客様の話を阻害していない）

NO ：相槌のタイミングが合わない箇所が多い

　　　または、相槌を打たない箇所が複数ある

必須

感じの良い相槌を打っている

A：相槌の口調、言葉が適切で、感じが良い

B：相槌の口調、言葉の選び方に一部課題があるが、感じが悪いほどではない

C：相槌の口調や言葉が不適切で、印象を下げている

B以上

お客様の話を遮らずに聞いている
YES：お客様の話を一度も遮らずに聞いている

NO ：お客様の話を遮っている箇所がある
必須

お客様に合った「スピード」と「間の取り方」で話している
YES：話す「スピード」と「間の取り方」がお客様に合っている

NO ：話す「スピード」と「間の取り方」がお客様に合っていない
必須

お客様の「理解度」や「状況」に合った対応をしている
YES：お客様の「理解度」や「状況」に合った対応をしている

NO ：お客様の「理解度」や「状況」に合わない対応をしている
必須

感じの良い「声」や「口調」で話している

A：全体を通して、感じの良い「声」や「口調」で話している

　　または、声や口調が対応内容に適していて印象が良い

B：声や口調の印象は普通（*目安：感じ良いといえるほどではないが、悪い印象もない）

　　または、一部、声や口調に課題がある箇所はあるが、概ね感じは良い

C：全体を通して、声や口調に課題があり印象を下げている

　　または、一部でも節度に欠ける声や口調の場面がある

B以上

場面に合った気遣い・共感やプラスαの提案をしている

YES：場面に合った共感・気遣いやプラスαの提案をしている

NO ：対象場面があるが、共感・気遣いやプラスαの提案をしていない

N/A：共感・気遣いやプラスαの提案ができる場面がない場合

必須

判定結果

基本事項

業務遂行力

トークスキル

コミュニケーション　/

マインド
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サービス概要

利用者様からの予約受付や問合せ対応及び、ドライバー様からの問合せまで対応
サービス利用者様やオペレータの声などを収集・分析し、サービス改善提案を行います。

提供サービス オンデマンド交通サポートサービス

利用者様

ドライバー様

自治体様

システム開発会社様

利用者情報登録
予約受付

（受付・変更・キャンセル）
問合せ対応

エスカレション
VOC・VOE提供
報告・改善提案

オペレーター

交通事業者様

連携

センター

AIオンデマンド交通
システム（PF）

連携

SV

連携
VOC・VOE提供
システム改善提案

問合せ対応

①

②

③

④
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Appendix.
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石狩市様

石狩市様、交通事業者様、PF様、TMJが共同で実施するオンデマンド交通の実証実験
TMJのモビリティサービスの運用知見を活かし、運用設計から立上げ、運用迄をサポート

実績紹介：実証事業

実証事業概要

石狩湾新港地域への通勤を目的とした「通勤オンデマンド交通」と、市街地内の移動を目的とした「市内オンデマンド交通」の
二つのサービスを展開。どちらのサービスも同一の「いつモ」アプリから利用が可能な実証事業となっております。
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業界ニュース、お役立ち情報、Mobilishの取り組みをご紹介
業界発展のための情報発信に取り組んでおります

モビリティ事業者向け情報サイト

モビリティ関連した企業の最新動向や業界のトピックを紹介します
自動車新聞社様のLIGAREからの情報、独自取材記事を発信しま
す。

取材記事、調査資料、ベストプラクティスなど
事業者様の取り組み、サービス利用者様の声をお届けします。

モビリティ専門のコンタクトセンターより情報発信
ご利用者様対応を分かりやすく動画でご紹介します。

https://mobilish.tmj.jp

モビリティ関連
ニュース

お役立ち情報

Mobilishから
お知らせ

複数の移動サービスを一元化し、検索、予約、決済を提供するMaaS、また、カーシェア、シェ
アバイク等のモビリティサービスにおいては、満足度の高い顧客体験が普及のカギとなります。

そこで、当社はサービス利用者にとって、シンプルで分かりやすく、安全・安心で快適に利用でき
るよう、モビリティビジネス専門のコンタクトセンターを立ち上げました。

当社の持つ多数のモビリティサービス運用経験・ノウハウを活かし、モビリティビジネスの成功と普
及に貢献すべく、事業者様向けの情報サイト「Mobilish」を立ち上げました。
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Creating Client Value with your style

【問合せ先】
情通サービス営業本部
MaaS/モビリティ業界推進担当
小柏（おがしわ）
TEL：080-9815-3639 Mail：yogashiwa@tmj.jp



打瀬中学校区町内自治会連絡協議会
(幕張ベイタウン自治会連合会)
グリーンスローモビリティの実証調査について

幕張ベイタウン自治会連合会
幕張ベイ・グリスロプラス

2024年10月3日
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伝えたいこと(サマリー)

© 2024 幕張ベイタウン自治会連合会. All Rights Reserved.
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幕張新都心 住宅地域の交通課題

幕張新都心の回遊性課題、その解決策は地域から始まる

打瀬・若葉地区内を互いに行き来する交通手段は
徒歩と自転車、イオンのお買い物バスに限定

【課題】
• 住民の回遊性不足
海浜幕張駅からランドマークへのバス便はあるが、地域を

  横断する巡回手段が不足
• 交通弱者に配慮した移動手段の欠如
シェアサイクルは導入されているが、子ども・高齢者・
妊婦・からだの不自由な方には利用が難しい

【解決策：グリーンスローモビリティの導入】
• 柔軟なルート変更で、交通弱者にも対応
• 誰もが安心して利用できる移動手段
• 地域コミュニティのWell-beingを促進する
  近距離の新しい移動インフラとしての期待

【効果】
• 地域内の自由な回遊を可能にし、生活の質を向上
• 多様な世代や背景を持つ住民が利用でき、
  コミュニティの一体感を強化
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地域特性・課題を踏まえた「支え合い交通」への一環

千葉市HP千葉市地域公共交通計画の概要から抜粋
https://www.city.chiba.jp/toshi/toshi/kotsu/documents/mobility-plan.pdf

この役割を
代替検証
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千葉市導入のグリーンスローモビリティ

千葉市HP グリーンスローモビリティの活用から抜粋
https://www.city.chiba.jp/toshi/toshi/kotsu/documents/gurisurochibapo.pdf
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取り組みの推移

グリスロを通じて住みやすいWell-beingな街づくりを目指し
地域の回遊性や住民同士の交流を促進
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グリスロプラスの活動の構図
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NTT社会情報研究所・各大学との共創
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大学から見たグリスロプラスの価値創出



56© 2024 幕張ベイタウン自治会連合会. All Rights Reserved.

グリスロプラス交流会

1️⃣ 参加者同士の価値観の共有

2️⃣ Well-beingな地域づくりに貢献する
グリスロ運行イメージの具体化（ルートマップ）

3️⃣ 全員で「未来の幕張新都心の住宅地区のあってほしい姿」を
     グリスロプラスのビジョンとして形にする

『想いを形に』
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Well-beingな地域づくりに貢献するグリスロ
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誰もが安心して移動できる街へ、グリスロが道を拓く
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グリスロの活動へのボランティアの担い手
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2024年実証調査のスケジュール

2024年9月開始の実証調査にて走行距離1,000㎞ 累計1,064名※が乗車体験

※測定期間 2024年9月1日～10月2日走行後の集計
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グリスロと次世代モビリティの未来展望

地域密着のスモールスタートから、次世代モビリティとの融合へ
グリスロと次世代運転技術を連携させ、幕張新都心の課題を解決、住みやすい未来を創造する
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ご清聴ありがとうございました
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APPENDIX
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打瀬中学校区町内自治会連絡協議会(幕張ベイタウン自治会連合会)
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今後の主なイベント

分類 項目 日程 内容

教育・文化活動 こども円卓会議 全5回 打瀬中生徒会がファシリテータとして、打瀬小、海浜打瀬小、美浜打
瀬小の高学年代表と
住みよい地域づくりについて協議

こどもまち歩き
クリーン作戦

11月9日(土)
予定

2022年 幕張の浜ビーチクリーン、JFA夢フィールド
2023年 幕張海浜公園、幕張メッセ視察 (吉本芸人出演)
2024年 11月9日 QVC見学予定

打瀬中EX講座 11月21日(木)～22日(金) 地域貢献や地域課題を打瀬中学校1年生に開講(10講座)
千葉市やJICA、千葉西警察、福祉協議会等

もちつき大会 1月11日(土) 青少年育成委員会主催

イベント・スポーツ 9都市合同防災訓練 9月1日(日)中止 千葉市会場実働訓練(2024年度イオンモール幕張新都心)

ソフトボール大会 10月13日(日) 磯辺スポーツセンター 昨年は優勝、準優勝とも若葉地区

美浜区民フェスティバル 10月6日(日) 稲毛海浜公園、打瀬中吹奏楽部出演、地域から15名支援

B-Pamウェルカムパーティ 11月予定 若葉地区に新しい街区、新たに入居とした住民向けの歓迎会

マラソン大会 12月15日(日) スポーツ振興会主催、JFA夢フィールドにて実施

幕張スイス・マーケット 12月14日(土)～15日(日) 千葉市、幕張メッセ、三井アウトレット、スイス大使館と共催
メッセ国際会議場にて、地域住民文化活動の発表を予定

その他 部活動の地域移行化 9月～4月まで 打瀬中剣道部、演劇部の地域移行実証調査への協力

投票所開設・運営 10月26～27日 衆議院選挙10月27日、千葉県知事・千葉市長 3～4月

国勢調査 2025年10月1日 5年毎の調査、6ヶ月前に国勢調査員の推薦依頼が届く
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乗車人数・走行距離



（3）2024年度千葉市事業



幕張新都心モビリティコンソーシアム 中間まとめ報告会

デジタルツインを活用した自動運転事業

自動運転の社会実装に向けた課題

（3）安全性担保

運行計画の設定

（交通量が多いときの対応、どういう場面で自

動運転レベル4で走行するか等）

⇒警察等から、より安全性を求められる

⇒実際の環境では、十分な技術検証を

に行うことができない

技術的課題

（2）実運用の壁

具体的な運行内容の検討

（バス停やバスダイヤの調整など運行面や、利

用者満足度とコストをバランスなど）

（1）マネタイズ 黒字化に向けてサービスモデル検討 デジタルツインを活用したバーチャル実証の
導入により課題解決を推進

• 現実世界では出来ない運行計画でバーチャル実証を実施

➢ デジタルツイン上では様々な走行条件や車両パラメー

タを簡単に可変させた実証実験の繰り返しが可能

• 現実世界で出来なかった（警察から許可が出なかっ

た）運行計画の内容での現実空間での実証に繋げる

• １０月以降、バーチャル環境でのシミュレーション・

安全性検証を実施

これまでの千葉市の自動運転に係る取組み

⚫ 2016年1月に国家戦略特区に指定

➢ドローンや自動運転等の実証やビジネスモデルの創出に向けた取組みを推進することを提案

⚫ 産官学の連携として、「幕張新都心モビリティコンソーシアム」を立ち上げ

⚫ 実証実験：計5回実施（2018～23年）

現実世界で獲得が難しい経験
値を、バーチャル環境で獲得

自治体での取組みは日本初！
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幕張新都心モビリティコンソーシアム 中間まとめ報告会

2024年度事業

千葉市が行う事業について、国からの交付金が想定よりも大幅にカットされたことで調整を行い、以下
のように整理しました。

69

2023年度当初予算

パーソナルモビリティ
社会実装サポート事業

（補助率 2/3、補助上限 5,000千
円）

自動運転車社会
実装サポート事業

（補助率 2/3、補助上限 21,000千
円）

幕張新都心版MaaS
社会実装サポート事業

（補助率 2/3、補助上限 20,000千
円）

サービスロボット
社会実装サポート事業

（補助率 2/3、補助上限 6,000千円）

デジタルツインを活用した
自動運転車サービス導入支援

（契約済み）

現在（国費内示後）

未来技術モビリティ社会実装サポート事業

①最先端モビリティサービス導入支援
②モビリティ連携システム等開発・導入支援

（補助率 2/3、補助上限 5,000千円×1件）

自動運転モビリティ実証委託
（74,000千円）

※国土交通省補助金は獲得できなかったものの、
デジタルツイン事業の範囲内で走行実証予定

のため執行予定なし

第7回総会時報告

未来技術モビリティ社会実装サポート事業

①最先端モビリティサービス導入支援
（補助率 2/3、補助上限 11,000千円×1

件）

②モビリティ連携システム等開発・導入支援
（補助率 2/3、補助上限 10,000千円×1

件）

自動運転モビリティ実証委託
（74,000千円）

※国土交通省補助金（ 補助率10/10 ）
獲得を優先し、獲得した場合執行なし



３ 連絡事項

事務局（千葉市）



幕張新都心モビリティコンソーシアム 中間まとめ報告会
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連絡事項

事務局からのアナウンスは以下の通り

1. 資料の取扱い

➢ 本日の資料は、原則公表とさせていただきます（非公表のページは、千葉市ホームページに掲載する際
に削除します。）。

２．議事要旨の確認

➢ 事務局にて案を作成し、各会員様の確認を経て、千葉市ホームページにて公表させていただきます。

３．2024年度の総会のスケジュール

➢ 来年２～３月に第８回総会を開催する予定です。



幕張新都心モビリティコンソーシアム
中間まとめ報告会

ありがとうございました！



以上


	スライド 1: 幕張新都心モビリティコンソーシアム 中間まとめ報告会
	スライド 2
	スライド 3: （1）PTの進捗報告
	スライド 4: 幕張新都心モビリティコンソーシアムPT進捗報告
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16: （2）各社の取り組み紹介
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46
	スライド 47: 打瀬中学校区町内自治会連絡協議会 (幕張ベイタウン自治会連合会) グリーンスローモビリティの実証調査について 
	スライド 48
	スライド 49
	スライド 50
	スライド 51
	スライド 52
	スライド 53
	スライド 54
	スライド 55
	スライド 56
	スライド 57
	スライド 58
	スライド 59
	スライド 60
	スライド 61
	スライド 62
	スライド 63
	スライド 64
	スライド 65
	スライド 66
	スライド 67: （3）2024年度千葉市事業
	スライド 68
	スライド 69
	スライド 70: ３　連絡事項  事務局（千葉市）
	スライド 71
	スライド 72: 幕張新都心モビリティコンソーシアム 中間まとめ報告会
	スライド 73: 以上

